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調査報告会 

『田邉朔郎が見た「百石
ひゃくせき

斎
さい

」を診る～没後 80 年目の真実～』の開催 

 

 京都市上下水道局では、明治の先人たちが京都近代化のため築き上げた産業インフラ

であり、文化庁から日本遺産に認定されている琵琶湖疏水の沿線全域をフィールドミュ

ージアムに位置付け、その魅力を発信する様々な取組を進めています。 

 この度、その情報発信拠点である琵琶湖疏水記念館において、琵琶湖疏水をはじめ近

代日本の社会基盤構築に多大な功績を遺した田邉朔郎の書斎「百石斎」の調査で得られ

た成果等の調査報告会を開催します。 

 

１ 日 時 

  令和６年１１月４日（月・祝）午後１時～午後４時４５分 

※ 午後０時３０分から受付開始 

 

２ 会 場 

  琵琶湖疏水記念館 ２階ホール 

  （京都市左京区南禅寺草川町１７） 

 

３ 内 容 

  明治時代に、多くの困難を乗り越えて完成した琵琶湖疏水は、その後の京都の経済

や産業、文化を発展させるとともに、今も京都に「命の水」を運び続けています。こ

の琵琶湖疏水の工事において、若くして主任技師を務めた田邉朔郎の書斎「百石斎」

は、登録有形文化財に登録されており、築後 100 年以上が経過している個人所有の鉄

筋コンクリート造建物としては大変貴重なものとされています。 

  今回、公益社団法人日本コンクリート工学会近畿支部百石斎調査委員会を中心に、

所有者である田邉家の皆様の御協力もいただきながら、この「百石斎」について、歴

史的・技術的価値を明らかにすることなどを目的に、資料調査や建物の試料分析など

の詳細な調査を進めてきました。 

  ついては、田邉朔郎の没後 80 年に当たる令和６年秋に、今回の調査で得られた成果

のほか、琵琶湖疏水をはじめ近代日本の社会基盤構築に貢献した田邉朔郎の功績や、

琵琶湖疏水に関する京都市上下水道局の取組なども併せて、広く知っていただくため

の報告会を開催します。 

 

 

京都市上下水道局マスコットキャラクター 
ホタルのすみと・ひかり 



  ＜プログラム＞ 

   ・ 開会挨拶 

      岩清水 隆（日本コンクリート工学会近畿支部長） 

   ・ 百石斎調査委員会活動概要 

      岸本 一蔵（近畿大学 教授） 

   ・ 特別講演「田邉朔郎と琵琶湖疏水」 

      久岡 道武（琵琶湖疏水記念館） 

   ・ 特別講演「田辺朔郎がのこしたもの－百石斎をめぐって－」 

      秋元 せき（京都市歴史資料館） 

   ・ 百石斎調査委員会報告「田邉朔郎と百石斎」 

   ・ 特別講演「鉄網コンクリートの蔵について」 

      田中 和幸（近畿大学工業高等専門学校 教授） 

   ・ 百石斎調査委員会報告「百石斎詳細調査結果」 

 

４ 定 員 

  会場：７０名 オンライン参加（Zoom ウェビナー）：２００名 

  ※ いずれも先着順 

 

５ 参加費 

  無料 

 

６ 申込み 

 ⑴ 期 間 

   令和６年１０月１日（火）～１０月２０日（日） 

 ⑵ 申込先 

   （公社）日本コンクリート工学会近畿支部ホームページを御確認ください。 

 

       （https://jci-kinki.org/workshop-2/） 

 

 

７ 主 催 

  （公社）日本コンクリート工学会近畿支部 

 

８ 共 催 

  京都市上下水道局 

 

９ 後 援 

  （公社）土木学会関西支部 、（一社）日本建築学会近畿支部 

 


